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呼吸器 感染症に対す るMT-141の 臨床 的検 討

丹 野 恭 夫 ・西 岡 き よ ・井 田 士 朗 ・小 西 一 樹

佐 藤 清 紀 ・大 野 勲 ・佐 藤 裕 子 ・滝 島 任

東北大学第一内科学教室

呼吸器感染症8例 に対 し,新 しいcephamycin系 抗生物質MT-141を1回1g 1日2回 点滴静

注し以下の成績を得た。

細菌学的効果:起 炎菌,H.influenzae(5例),H.influenzae+E.aerogenes,B.catarrhalis,

E.coli(各 々1例)の うち消失した ものは5例(消 失率62.5%)で,H.influenzae+E.aerogenes

例は不変H.influenzaeの1例 およびE.coli例 はそれぞれP.aeruginosaあ る いはP.malto-

philiaに 菌交代 した。

臨床的効果:著 効1例(慢 性細気管支炎),有 効4例(慢 性気管支炎2例,慢 性細気管支炎1例,

慢性肺気腫二次感染1例)(有 効 率62.5%),や や有効2例(気 管支拡張症,慢 性気管支炎各1例),

無効1例 であった。無効の1例 は脳梗塞に合併した重症の気管支肺炎で,多 剤耐性を示 したH.inf-

luenzae+E.aerogenesの 複合感染症例であった。

自覚的副作用はなかったが,臨 床検査値で1例 にGOT,GPT,LDH,他 の1例 にGOT,GPT

の軽度上昇が認められた。それ らは本剤投与中止後すみやかに正常に復した。

以上のことより,MT-141は 軽 ・中等症の慢性呼吸器感染症に有用であることが示唆された。

MT-141は 明治 製 菓 株 式 会 社 で開 発 され た新 しいce-

phamycin系 抗 生物 質 で,7位 側 鎖 にD-cysteineを 有

し(Fig.1),そ れ に 起 因 して い る と思 わ れ る と ころ の

rapid lytic activityとmultiple bulge formationに そ

の特徴 を もつ1)。 本 剤 は 強 い 殺 菌 作 用 を有 し,in vivoに

おけ る効 果 が他 のcephem剤 よ り優 れ て い る といわ れ て

い る1)。 今 回,我 々 は主 に慢 性 呼 吸 器 感 染 症 に対 し本 剤

を使用 し,そ の有 用 性 と安 全 性 を検 討 し た の で 報 告 す

る。

Fig. 1 Chemical structure of MT-141

I.方 法

1)対 象:昭 和57年5月 か ら昭和58年1月 の期間当

科に入院した患者8名(男 性7名,女 性1名)で,年 齢

は44歳 か ら77歳 であった。疾患別内訳はTable1に 示

すごとく,慢 性気管支炎3例,慢 性細気管支炎2例,気

管支肺炎 ・気管支拡張症 ・急性気管支炎各1例 であり,

それらの基礎疾患ないし合併症は脳梗塞,肺 気腫および

胆石症各々1例 であった。重症度別では軽症1例,中 等症

6例,重 症1例 であった。喀痰定量培養2)で,1例(Case

No.3)を のぞき,≧107cfu/mlに 分離され,病 原性を有

すると考えられている菌を起炎菌とした3)。Case No.3

はH.influenzae 106/mlで あ ったが,本 菌は慢性呼吸

器感染症の原因菌として重要な位置を占めている4)こ と

か ら,本 症例における起炎菌として取 り扱った。

2)投 与方法:MT-141,1回1gを1日2回 点滴静注

した。溶解液は5%ブ ドウ糖液(3例)な いしSolita T3

(5例)を100～250ml使 用 し,60～120分 間で注入し

た。投与期間は8.5～15日 間で,投 与総量は17～30gで

あ った。

3)検 討方法:投 与前後において自覚症状,理 学的所

見,体 温,脈 拍,喀 痰量を記録し,血 沈,CRP,末 梢血

液像,蛋 白分画 ・肝機能 ・腎機能 ・電解質などの生化学

検査,胸 部 レ線撮影,尿 検査および喀痰の細菌学的検査

を行なった。効果判定は従来より我々が用い て い る 基

準5)に より行なった。

II.成 績(Table1,2)

1)細 菌学的効果

起炎菌の消失したものは5例(62.5%)で あった。た

だしCase No.3に おいて本剤投与直前にCMZ 2g×2 ,

4日 間使用していることを考慮に入れなければならない

が,本 症例はCMZ投 与3日 目の喀痰培養 でH .infu-

enzae 106/ml検 出 され効果不充分として本剤にきりか

えている。2例(Case No.4,8)に お いてP.aerugi-

nosaあ るいはP.maltophiliaへ の菌交代現象がみ られ
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Table 2 Laboratory findings before (B) and after (A) the administration of MT-141

た 。Case No.4は 気管 支 拡 張 症 の急 性 増 悪 例 で,H.in-

fluenzaeのMICは0.39μg/mlと 今 回 検 索 したH.in-

fluenzaeの うちで 最 も低値 で あ っ た が,本 剤 投 与 中 に

A.calcoaceticus,P.putida,P.aeruginosaな どの ブ

ドウ糖非 発 酵菌,C.freundii,E.cloacae,Proteus属

な どのopportunistic pathogensが 出没 し,最 終 的 に

P.aeruginosaが 定 着 した 。Case No.8はE.coliに よ

る慢性 細気 管支 炎 の急 性 増 悪 例 でP.maltophiliaが 定

着 し,現 在MINOに て も除 菌 し得 な い で い る。 残 りの

1例(Case No.1)は 重 症 の脳 梗 塞 に 伴 う嚥 下 性 の 気 管

支 肺炎 で,多 剤耐 性 を 示 したH.influenzaeとE.aero-

genesと の 複 合感 染 が あ り本 剤 投 与 に よる効 果 は全 く認

め られ なか った。

2)臨 床 的 効 果

Case No.2に お い て本 剤 投与3日 目に 起 炎菌 消 失,喀

痰 量著 減,咳 嗽 消 失 し,投 与 中 止 後 も再 発 を み ず 著 効 と

判 定 された04例(Case No.3,6,7,8)が これ に 次 ぐ

効 果が認 め られ有 効 と 判 定,有 効 率 は62.5%で あ っ

た 。2例(Case No.4,5)は 臨 床 症 状 の 軽 度 改 善 に と ど

ま りやや 有 効 と判 定 され た 。 残 りの1例 は1)で 言 及 し

た と同様,臨 床 的 に も 無効 で あ っ た 。Case No.7は 胆

石症 を合 併 して い る 症 例 で 本 剤 投 与 後 喀 痰 量 減 少,喀 痰

膿 性度 低下 呼 吸 困 難減 少 し呼 吸 器 感 染 症 に つ い て は 有

効 と判定 され た が,投 与 中 胆 石 症 増 悪 の た め 血 沈 亢 進,

α2-globulin,CRP上 昇 が 認 め られ た 。

3)副 作 用

自覚的副作用は全 く認められなかった。検査成績では

Case No.1に てGOT 30→39,GPT 20→40,LDH 373

→468 ,Case No.4に てGOT 25→38,GPT 13→46と

ご く軽度の上昇が認められたが,い ずれも本剤投与中止

後すみやかに正常値に回復した。この間他の薬剤の変更

はな く,こ れら一過性の上昇は本剤によるものと考えら

れた0た だし,こ の2例 はいずれも本剤投与前よりAl-

Pの 軽度上昇を示していたことは考慮しなければならな

いであろう。Table2中 で 他 の肝機能異常値例(Case

No.2,3)は もとから肝機能障害のある症例で本剤との

関係は認められなかった。

III.考 察

MT-141を8例 の呼吸器感染症 に 使 用 し,除 菌率

62.5%,臨 床的有効率,有 効以上62.5%,や や有効以

上87.5%の 比 較的良好な成績を得た。起炎菌に対する

本剤のMICを 検索 し得た例ではいずれも同じcepha-

mycin系 のCMZよ り も1～3管 程度低値であった。

一方,Case No.3に お いてCMZで 除去しえなかった

H.influenzaeに 対 し本剤を使用し3日 目で除菌できた

ことは本剤 のin vivoで の 優位性を示すものと思われ

る。本剤の基礎的研究において認め られ て い るrapid

lytic activityやmultiple bulge formation1)の 臨床的

効果への反映は必 ず し も今回の検討で明らかではない

が,投 与前検出された起炎菌の消失例7例 の うち4例 に

おいて3日 以内に消失していることはあるいはそれらの

反映か もしれない。いずれにせよ,他 のcephamycin系
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薬剤と比べ起炎菌消失率,臨 床的有効率 菌交代率,副

作用発現率等には大差がないとみられることか ら,本 剤

の有用性はその構造に由来するところの特有な作用をひ

きだせるような臨床的使用法の工夫を行な う過程におい

て発揮されるのではないだろ うか。
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CLINICAL STUDY ON MT-141 FOR RESPIRATORY TRACT
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BRANHAMELLA CATARRHALIS OR ESCHERICHIA COLI
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Clinical investigation on MT-141, a new cephamycin, was performed and the results obtained were
as follows:

Among 8 patients treated with MT-141 via drip infusion twice daily (2g) for their respiratory
tract infection due to H. influenzae, B. catarrhalis or E. coli, 5 cases resulted in bacteriologically
eradicated.

In two cases with H. influenzae or E. coli showed the change to P. aeruginosa or P. rnaltophilia as
causative agent, respectively. The remaining case with H. influenzae and E. aerogenes showed no
any change. The clinical results were effective in 5 cases (62.5%). No adverse effect clearly due to
this drug was observed except two cases in which GOT, GPT and LDH elevated transiently during
the administration. From the above results, it was suggested that MT-141 is useful for respiratory
tract infections, particularly for the acute exacerbation of chronic pulmonary diseases.


